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第
一
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

町
年
寄
高
木
彦
右
衛
門
家
の

興
亡

�

原
田　

博
二

一
、
始
祖
右
衛
門
太
夫
康
宗

　
　
（
？
～
？
）

　

高
木
彦
右
衛
門
家
の
始
祖

に
つ
い
て
は
、
金
井
俊
行

の『
長
崎
名
家
略
譜
』（
以
下

『
略
譜
』と
記
述
）に
は
、
そ

の
記
述
は
な
い
が
、『
高
木
家 

略
系
愚
考
＊
』（
以
下『
愚
考
』 

と
記
述
）
に
は
康
宗
と
あ
る
。

二
、
初
代
彦
右
衛
門
宗
重

　
　
（
？
～
一
六
三
五
）

　

初
代
に
つ
い
て
も『
略
譜
』 

に
は
そ
の
記
述
は
な
い
が
、

『
愚
考
』に
は
宗
重
と
あ
る
。

宗
重
は
、
康
宗
の
子
で
、
彦

右
衛
門
と
称
し
た
。
さ
ら
に

『
愚
考
』に
は
天
正
一
五
年（
一 

五
八
七
）長
崎
に
移
住
、
町

年
寄
町
田
宗
賀
の
没
落
後
、

そ
の
跡
役
に
任
じ
ら
れ
た
が
、

後
に
剃
髪
、
道
感
と
称
し
た

と
あ
る
。

　

宗
重
の
町
年
寄
就
任
は
、

『
愚
考
』に
よ
れ
ば
寛
永
二

年（
一
六
二
五
）の
町
年
寄
の

名
前
に
町
田
惣
右
衛
門
と
あ

る
が
、
同
八
年（
一
六
三
一
）

に
は
高
木
彦
右
衛
門
と
あ
る

の
で
、
宗
重
は
寛
永
二
年
か

ら
同
八
年
の
間
に
町
年
寄
に

任
じ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。写

真
１　

初
代
彦
右
衛
門
宗
重
供
養
塔

　

な
お『
略
譜
』は「
道
感
」を

重
成
の
法
名
と
す
る
が
、
本

蓮
寺（
筑
後
町
）境
内
の
宗
重

の
供
養
塔（
写
真
１
）に
は

「
覚
性
院
道
感（
台
霊
）」「
寛

永
第
十
二
乙
亥
天
」「
二
月

二
十
三
日
卒
」と
刻
さ
れ
て

い
る
の
で
、
道
感
は
宗
重
の

法
名
で
あ
る
。

三
、
二
代
彦
右
衛
門
重
成

　
　
（
一
六
〇
八
～
六
三
）

　

二
代
に
つ
い
て
も『
略
譜
』 

に
は
重
成
の
名
前
は
あ
る
も

の
の
二
代
と
い
う
記
述
は
な

く
、
さ
ら
に
は
本
蓮
寺
の
高

木
家
墓
地
に
重
成
の
墓
碑
が

な
い
こ
と
か
ら
重
成
と
重
貞

が
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と

ま
で
推
測
し
て
い
る
。  

　

し
か
し
、『
愚
考
』に
は
、二 

代
は
重
成
と
あ
る
。
重
成
は
、 

初
代
宗
重
の
子
で
、
退
役
後

は
権
左
衛
門
と
称
し
た
。『
愚 

考
』に
よ
る
と
、重
成
に
は
住

友
、
重
貞
、
永
貞
、
作
十
郎
、

貞
康
、
権
左
衛
門
、
彦
七
郎

と
七
人
の
男
子
が
あ
っ
た
が
、

長
男
の
住
友
と
二
男
の
重
貞

が
早
世
し
た
の
で
三
男
の
永

貞
が
家
督
を
相
続
、
三
代
彦

右
衛
門
永
貞
と
称
し
た
。

四
、
権
兵
衛
重
貞

　
　
（
一
六
三
四
～
六
〇
）

　
『
愚
考
』に
よ
る
と
重
貞
は
、

二
代
重
成
の
二
男
で
あ
る
が
、

万
治
三
年（
一
六
六
〇
）二
五

歳
で
没
し
た
。

　

法
名
は
春
光
院
殿
浩
岸
了

德
高
木
重
貞
府
君
、
妻
の
法

名
は
緑
了
院
殿
浩
林
妙
浄
諦

全
高
嶋
氏
孺
人
で
あ
る
が
、

二
人
と
も
法
名
が
院
殿
号
で

あ
る
の
で
、
当
主
に
准
ず
る

扱
い
で
あ
る
。

五
、
三
代
彦
右
衛
門
永
貞

　
　
（
一
六
三
五
～
九
五
）      

　

永
貞
は
、
二
代
重
成
の
三

男
で
あ
る
。『
略
譜
』に
よ
る

と
、
永
貞
は
、
初
め
久
松
新

兵
衛
正
喜
の
養
子
と
な
り
、

善
兵
衛
と
称
し
た
が
、
万
治

三
年（
一
六
六
〇
）の
兄
重
貞

の
没
後
、
実
家
に
も
ど
り
家

督
相
続
、
町
年
寄
に
任
じ
ら

れ
た
。

　

延
宝
四
年（
一
六
七
六
）高

嶋
四
郎
兵
衛
茂
村
と
と
も
に

鄕
方
支
配
の
加
役
を
命
じ
ら
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れ
、
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）

に
は
茂
村
と
と
も
に
切
米
四 

〇
俵
四
人
扶
持
を
給
さ
れ
て

い
る
。

　

元
禄
元
年（
一
六
八
八
）隠

居
、
長
崎
奉
行
よ
り
一
丸
の

名
を
下
賜
さ
れ
、
退
隠
料
を

給
さ
れ
て
い
る
。

写真２　高木家墓地
　　　　永貞（左）・貞親（右）

六
、
四
代
彦
右
衛
門
貞
親

（
一
六
五
六
～
一
七
〇
〇
）

　

貞
親
は
、重
貞
の
子
で
、叔

父
永
貞
の
養
子
と
な
っ
た
。

以
後
、『
略
譜
』に
よ
れ
ば
元

禄
元
年（
一
六
八
八
）家
督
相

続
、
町
年
寄
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

元
禄
一
〇
年（
一
六
九
七
） 

町
年
寄
を
免
じ
ら
れ
、
新
設

さ
れ
た
唐
蘭
商
売
元
締
に
任

じ
ら
れ
、
以
後
、
代
物
替
貿

易
に
辣
腕
を
振
っ
た
。

　

元
禄
一
三
年（
一
七
〇
〇
）

に
は
代
物
替
會
所
頭
取
兼
船

並
武
具
預
に
任
じ
ら
れ
、
切

米
八
〇
俵
を
給
さ
れ
る
と
と

も
に『
寬
宝
日
記
＊
』に
よ
れ

ば
帯
刀
を
許
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
権
勢
は
ま
さ
に
飛
ぶ
鳥

を
も
落
と
す
の
感
が
あ
っ
た
。

七
、
深
堀
騒
動
と
そ
の
顛
末

　

元
禄
一
三
年
一
二
月
一
九

日
、
佐
賀
藩
家
老
深
堀
鍋
島

家
の
家
臣
深
堀
三
右
衛
門
と

柴
原
武
右
衛
門
が
大
音
寺
坂

で
高
木
家
の
仲
間
弥
助
と
些

細
な
こ
と
で
喧
嘩
、
喧
嘩
は

騒
動
に
発
展
、
三
右
衛
門
と

武
右
衛
門
は
、
二
〇
日
の
白

昼
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
一 

九
人
と
と
も
に
西
浜
町
の
高

木
屋
敷
に
討
ち
入
り
、
貞
親

を
斬
殺
し
た
。

写真３　大音寺坂

　

貞
親
に
は
、
彦
八
郎
と
い

う
嫡
子
が
い
た
が
、
彦
八
郎

は
、
鍋
島
家
の
家
臣
た
ち
が

討
ち
入
っ
た
際
、
屋
敷
内
に 

い
な
が
ら
逃
げ
隠
れ
た
と
い 

う
こ
と
で
、同
一
五
年（
一
七

〇
二
）三
月
、
長
崎
五
里
四

方
追
放
、
江
戸
、
京
、
大
坂

御
構
、
さ
ら
に
は
家
財
欠
所

に
処
せ
ら
れ
た
の
で
、
さ
し

も
の
高
木
家
も
断
絶
に
追
い

込
ま
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
大
田
直
次
郎
著

『
崎
陽
又
綴
』に
よ
れ
ば
、
三

右
衛
門
ら
は
高
木
屋
敷
に
切

り
込
み
、
風
呂
か
ら
上
が
っ

た
ば
か
り
の
貞
親
を
花
畑
に

追
い
詰
め
、
斬
殺
し
た
。

　

他
に
若
党
六
人
と
仲
間
一

人
が
斬
殺
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
家
来
た
ち
は
、
乙
名
小

嶋
団
蔵
が
大
釜
の
な
か
に
隠

れ
た
よ
う
に
、
逃
げ
廻
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

結
局
、
逃
げ
廻
っ
て
い
た

団
蔵
等
家
来
六
人
と
仲
間
二

人
も
切
腹
、
深
堀
屋
敷
で
狼

藉
に
及
ん
だ
又
助
ら
仲
間
七

人
は
牢
内
に
お
い
て
死
罪（
刎 

首
）に
処
せ
ら
れ
た
。

　

深
堀
方
は
、
三
右
衛
門
と

武
右
衛
門
は
切
腹
、
残
り
一 

九
人
の
内
、
一
〇
人
は
浦
五

島
町
の
深
堀
屋
敷
に
お
い
て

死
罪（
打
首
）に
、
残
り
の
九

人
は
、
五
島
に
流
罪
に
処
せ

ら
れ
た
。

参
考
文
献

「
長
崎
名
家
略
譜
」『
長
崎
叢
書（
増
補

長
崎
略
史　

上
巻
）三
』長
崎
市　

大

正
一
五
年　

六
〇
三
頁
～
六
〇
五
頁 

大
田
直
次
郎
著「
瓊
浦
又
綴
」『
大

田
南
畝
全
集
第
八
巻
』岩
波
書
店　

一
九
八
六
年　

六
五
四
頁
～
六
五
六
頁

＊
印　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
本

第
二
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

吉
田
初
三
郎
が
描
い
た
長
崎

と
そ
の
周
辺

�

橋
本　

正
信

一
、
吉
田
初
三
郎
に
つ
い
て

　

吉
田
初
三
郎【
明
治
一
七

年（
一
八
八
四
）～
昭
和
三
〇

年（
一
九
五
五
）】は
、
戦
前

を
中
心
に
日
本
各
地
の
鳥
瞰

図
を
制
作
、
生
涯
を
通
じ
て

手
が
け
た
鳥
瞰
図
は
二
〇
〇 

〇
を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
る
。

初
三
郎
式
鳥
瞰
図
と
も
称
さ

れ
る
そ
の
特
徴
を
以
下
に
あ

げ
る
。

（
一
）大
胆
な
デ
フ
ォ
ル
メ
を 

用
い
た
画
面
構
成
。

（
二
）見
る
も
の
を
飽
き
さ
せ 

な
い
サ
ー
ビ
ス
精
神
。

（
三
）多
色
刷
り
技
術
を
駆
使 

し
た
美
し
い
色
彩
。

（
四
）依
頼
主
重
視
の
商
業
画 

家
と
し
て
の
側
面
。

（
五
）多
作
を
支
え
た
工
房
で 

の
制
作
体
制
。

　

初
三
郎
の
鳥
瞰
図
制
作
に

お
け
る
ピ
ー
ク
は
大
正
末
か

ら
昭
和
初
期
と
さ
れ
、
そ
の

後
戦
争
色
が
強
く
な
る
と
鳥

瞰
図
を
描
く
こ
と
は
困
難
と

な
っ
た
。
終
戦
後
、
活
動
は

再
開
す
る
も
の
の
全
盛
期
の

勢
い
は
失
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
る

の
は
、
没
後
四
〇
年
を
過
ぎ

た
平
成
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

二
、
初
三
郎
と
長
崎

　

大
正
一
〇
年（
一
九
二
一
）、 

『
温
泉（
う
ん
ぜ
ん
）』（
大
正

名
所
圖
繪
社
発
行
）『
小
濱
温 

泉
名
所
圖
繪
』（
大
正
名
所
圖

繪
社
発
行
）そ
し
て『
鉄
道
旅

行
案
内
』（
鉄
道
省
発
行
）の 

三
作
品
に
お
い
て
初
三
郎
は

初
め
て
長
崎
県
を
描
い
た
。

特
に『
鉄
道
旅
行
案
内
』は
鉄

道
開
通
五
〇
周
年
を
記
念
し

版
型
と
内
容
を
一
新
す
る
に

あ
た
り
、
初
三
郎
に
装
丁
と

挿
絵
が
全
面
的
に
任
さ
れ
た
。

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
ビ

ジ
ュ
ア
ル
重
視
の
こ
の
案
内

本
は
発
売
直
後
か
ら
版
を
重

ね
、
国
内
で
は
鉄
道
観
光
ブ 

ー
ム
が
訪
れ
た
。
同
時
に
初

三
郎
の
名
が
全
国
的
に
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
彼
の
元

に
は
日
本
中
か
ら
注
文
が
殺

到
し
た
。
初
三
郎
が
長
崎
を

描
い
た
の
は
彼
が
最
も
勢
い

の
あ
っ
た
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、『
鉄
道
旅

行
案
内
』
を
含
め
島
原
半
島

を
描
い
た
ほ
と
ん
ど
の
鳥
瞰

図
は
小
浜
温
泉
街
を
中
央
に

置
き
、
背
後
に
雲
仙
岳
を
描

い
た
構
図
で
統
一
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
共

通
の
構
図
を
使
う
こ
と
で
制
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第
一
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

ラ
ジ
オ
長
崎
が
開
局
し
た
頃

�

堀
田　

武
弘

　
「
ラ
ジ
オ
長
崎
」（
現
在
の

Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送
）の
開
局

は
、
長
崎
魚
市
㈱
と
長
崎
商

工
会
議
所
と
の
関
係
が
た
い

へ
ん
に
深
い
。

　

大
正
初
め
頃
か
ら
日
本
の

漁
業
が
変
化
し
始
め
た
。
ト

ロ
ー
ル
漁
船
が
登
場
し
、
漁

場
が
近
海
か
ら
東
シ
ナ
海
へ

と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

時
長
崎
に
進
出
し
て
き
た
の

が
林
兼
商
店
（
後
の
大
洋
漁

業
）で
、こ
の
会
社
の
支
店
長

と
し
て
赴
任
し
て
来
た
の
が

中
部
悦
良（
え
つ
ろ
う
）だ
っ

た
。
着
任
早
々
「
長
崎
人
に

な
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、

地
元
経
済
界
で
次
第
に
頭
角

を
現
し
、
長
崎
商
工
会
議
所

会
頭
と
な
っ
た
。

中部悦良

　

戦
後
、
民
主
主
義
の
世
の

中
と
な
っ
た
日
本
で
は
、
ア

メ
リ
カ
を
モ
デ
ル
に
放
送
も

参
考
文
献

「
古
地
図
研
究
三
〇
七
号　

吉
田

初
三
郎
特
集
」日
本
古
地
図
学
会

二
〇
〇
〇
年

作
に
要
す
る
手
間
を
抑
え
ら

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ 

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
構
図
は
初
三

郎
と
交
流
が
あ
っ
た
三
宅
商

店
に
よ
り
、「
湯
せ
ん
ぺ
い
」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

三
、『
景
勝
の
長
崎
』

　

こ
の
作
品
は
昭
和
九
年（
一 

九
三
四
）
に
長
崎
と
雲
仙
で

開
催
さ
れ
た
国
際
産
業
観
光

博
覧
会
の
た
め
に
制
作
を
依

頼
さ
れ
、
同
年
一
月
に
発
行

さ
れ
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も

当
時
の
長
崎
を
一
枚
の
絵
図

に
封
じ
込
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
思
わ
せ
る
が
、
こ
れ

こ
そ
こ
の
作
品
の
現
代
に
お

け
る
存
在
意
義
で
あ
る
。

　

西
か
ら
の
高
い
視
点
で
描

か
れ
た
こ
の
鳥
瞰
図
は
、
航

空
写
真
な
ど
無
か
っ
た
時
代

に
描
か
れ
た
と
は
信
じ
難
い

ほ
ど
細
部
ま
で
描
き
込
ま
れ
、

見
る
も
の
を
そ
の
世
界
に
引

き
込
む
。
そ
れ
ま
で
の
鳥
瞰

図
制
作
で
培
っ
た
技
術
全
て

を
つ
ぎ
込
ん
だ『
景
勝
の
長

崎
』
は
紛
れ
も
な
く
初
三
郎

の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。

　

最
近
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は『
景
勝
の
長
崎（
長
崎
市
鳥

瞰
図
）』に
は
印
刷
版
の
ほ
か

に
、
絹
本
彩
色
版（
肉
筆
画
）

が
二
点
存
在
し
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
初
三
郎
の

場
合
、
印
刷
版
の
他
に
肉
筆

版
が
納
品
さ
れ
る
こ
と
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
肉

筆
版
が
二
点
描
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
が
異
な
る
の
は

非
常
に
興
味
深
い
。

　

現
在
、
肉
筆
画
一
点
は
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
も
う
一
点
は

福
岡
県
在
住
の
吉
田
初
三
郎

研
究
者
が
所
有
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
二
点
を
比
較

し
精
査
し
て
い
く
と
、
図
ら

ず
も『
景
勝
の
長
崎
』に
至
る 

制
作
過
程
の
一
部
が
明
ら
か 

に
な
っ
て
き
た
。
結
論
を
言

え
ば
、昭
和
六
年（
一
九
三
一
） 

年
の
現
地
取
材
後
に
最
初
に

描
か
れ
た
の
が
博
物
館
所
有

の
肉
筆
図
で
あ
る
。
そ
の
後
、

修
正
を
加
え
た
も
う
一
点
の

肉
筆
画
が
描
か
れ
た
の
だ
が
、

何
ら
か
の
理
由
で
印
刷
版
の

原
画
と
し
て
は
不
採
用
と
な 

っ
た
。
そ
こ
で
最
初
に
描
か

れ
た
肉
筆
図
を
元
に
印
刷
版

が
制
作
さ
れ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
『
景
勝
の
長
崎
』は
取
材
か

ら
発
行
ま
で
足
掛
け
四
年
と

初
三
郎
の
作
品
と
し
て
は
異

例
の
長
い
制
作
期
間
を
費
や

し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

経
緯
が
背
景
に
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

　

今
回
二
点
の
肉
筆
画
の
調

査
に
よ
り
初
三
郎
の
制
作
過

程
の
一
部
が
垣
間
見
え
た
こ

と
は
僥
倖
だ
っ
た
。

『鉄道旅行案内』（大正 10年）より　　筆者所蔵
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民
間
に
開
放
さ
れ
た
。
中
部 

悦
良
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
公
職

追
放
に
あ
っ
た
が
、
現
役
に 

復
帰
す
る
と
民
放
開
設
の
中 

心
と
な
り「
長
崎
平
和
放
送
」 

と
し
て
申
請
、
全
国
一
九
番 

目
の
民
放「
ラ
ジ
オ
長
崎
」と 

し
て
、昭
和
二
八
年（
一
九
五 

三
）三
月
一
日
に
電
波
を
発

射
、
初
代
社
長
と
な
っ
た
。

「長崎商工会議所」
（大正末の長崎商業会議所時代）

（著者蔵）

　

ラ
ジ
オ
長
崎
の
放
送
は
、

市
民
か
ら“
赤
レ
ン
ガ
”と
親

し
ま
れ
た
桜
町
の
長
崎
商
工

会
議
所
内
に
ス
タ
ジ
オ
を
設

け
て
始
ま
っ
た
。
開
局
当
時 

の
番
組
で
現
在
も
か
た
ち
を 

変
え
継
続
し
て
い
る
の
は
、

「
長
崎
こ
ぼ
れ
話
」と
し
て
ス 

タ
ー
ト
し
た
永
島
正
一
先
生

の「
長
崎
も
の
し
り
手
帳
」と

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」が

あ
る
。

　

テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た 

の
が
昭
和
三
四
年（
一
九
五
九
） 

一
月
一
日
。
開
局
早
々
の
人

気
番
組
は「
月
光
仮
面
」だ
っ

た
。

　

昭
和
三
七
年（
一
九
六
二
） 

社
屋
が
上
町
に
竣
工
し
た
。

こ
の
後
、
長
崎
商
工
会
議
所

の
建
物
は
国
道
拡
幅
工
事
に

よ
り
解
体
さ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
が
現

在
の
場
所
に
開
局
し
た
の
は

昭
和
八
年（
一
九
三
三
）、
日

本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た

年
で
あ
る
。
初
代
放
送
局
長

は
松
尾
重
太
郎
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
社
史
に
は
松
尾
の

写
真
が
な
い
。

　

昭
和
一
一
年（
一
九
三
六
） 

長
崎
出
身
の
小
説
家
平
山
盧

江
が
里
帰
り
す
る
が
、
地
元

文
化
人
と
写
っ
た
記
念
写
真

の
な
か
に
そ
の
姿
を
発
見
し

た
。（
林
源
吉
旧
蔵
）

右が松尾重太郎
左は林源吉

　

松
尾
重
太
郎
は
長
崎
市
伊

良
林
町
に
住
み
、
長
崎
高
商 

で
学
び
逓
信
省
に
入
っ
た
。

そ
の
関
わ
り
で
初
代
長
崎
放

送
局
長
に
な
っ
た
と
い
う
。

住
ま
い
は
光
源
寺
の
右
隣
だ 

っ
た
。（
光
源
寺
、
越
中
静

子
さ
ん
談
）

第
二
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

『
長
崎
手
帖
』に
み
る
明
治

か
ら
昭
和
三
〇
年
代
の
長
崎

�

下
妻
み
ど
り

　
『
長
崎
手
帖
』（
以
下『
手
帖
』） 

は
昭
和
三
一
年（
一
九
五
六
） 

か
ら
昭
和
四
二
年（
一
九
六
七
） 

に
か
け
、
全
四
〇
号
が
発
行

さ
れ
た
小
冊
子
で
あ
る
。「
長

崎
の
さ
ま
ざ
ま
な
味
と
色
と

匂
を
、
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
も

り
た
い
」と
、Ｂ
六
判
一
六
ペ 

ー
ジ
か
ら
始
ま
っ
た
。

『長崎手帖』（筆者蔵）

　
「
長
崎
っ
子
診
断（
八
号
）」 

「
長
崎
の
横
丁（
一
八
号
）」 

「
居
留
地
の
今
昔（
二
一
号
）」 

「
く
ん
ち（
二
五
号
）」な
ど

の
特
集
や
、
硬
軟
と
り
ま
ぜ

た
記
事
が
並
ぶ
。
発
行
人
で

あ
る
文
筆
家
の
田
栗
奎
作
や

郷
土
史
家
ら
に
よ
る
記
事
に

加
え
、
商
店
主
な
ど
市
井
の

人
々
の
寄
稿
も
多
い
。
版
画

家
田
川
憲
の
作
品
が
表
紙
を

飾
り
、
写
真
家
真
木
満
が
グ

ラ
フ
ペ
ー
ジ
を
担
当
す
る
な

ど
、
小
さ
い
な
が
ら
も
読
み 

ご
た
え
の
あ
る「
タ
ウ
ン
誌
」 

と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
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明
治
生
ま
れ
の
人
々
の
談

話
等
も
積
極
的
に
掲
載
。「
大

浦
よ
も
や
ま
話
」（
二
二
号
）

と
称
し
た
「
元
グ
ラ
バ
ー
主

治
医
」
ら
に
よ
る
誌
上
座
談

会
の
ほ
か
、
読
者
の
投
稿
や

聞
き
書
き
の
連
載
「
茶
の
み

話
」に
は
、カ
ス
テ
ラ
の
値
段

か
ら
、
ロ
シ
ア
の
軍
艦
に
出

入
り
し
て
い
た
商
人
が
チ
ョ

ン
マ
ゲ
を
切
ら
れ
た
話
な
ど
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
の
長
崎
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

一
方
、
当
時
の
長
崎
は
、

高
度
経
済
成
長
期
の
中
で
急

速
に
変
化
し
て
い
た
。『
手
帖
』 

発
行
の
間
に
も
、
浦
上
天
主

堂
の
遺
構
の
撤
去
や
洋
館
の

解
体
、
町
界
町
名
の
変
更
な

ど
が
相
次
い
だ
。
昔
を
知
る

古
老
た
ち
も
次
々
に
旅
立
つ

中
、「
と
に
か
く
も
う
少
し
長

崎
の
色
々
の
こ
と
を
載
せ
て

し
ま
う
ま
で
は
」（
二
一
号
）

と
、町
と
時
代
の「
味
と
色
と

匂
」
を
探
し
続
け
た
。

　

昭
和
四
二
年
発
行
の
四
〇

号
は「
丸
山
」特
集
の
記
念
号

で
、
次
は「
五
〇
号
を
目
標

に
」と
意
気
込
む
も
、
結
果

的
に
は
こ
れ
に
て
終
刊
と
な

る
。

　

田
栗
は
そ
の
後
、『
長
崎
印

刷
百
年
史
』『
長
崎
浜
の
町
繁

昌
記
』『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』

な
ど
大
部
の
年
代
記
を
手
が

け
た
。そ
れ
ら
に
は
、『
手
帖
』 

の
記
事
の
流
用
や
取
材
の
成

果
と
思
わ
れ
る
部
分
が
し
ば

し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
小
さ

な『
手
帖
』の
歩
み
は
、
長
崎

の
歴
史
に
た
し
か
な
足
跡
を

残
し
た
の
で
あ
る
。

田栗奎作（筆者画）


